
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都府内の総施設数は、119 施設の減少。昨年の 927 施設の減少と比べれば減少率は低くはなっています

が、減少しています。しかし昨年に引き続き、旅館、美容の増加に加え、17 年度より減少していた飲食店

が増加に転じ、平成 12 年度から減少の一途をたどっていた食肉販売業も微増しました。内訳をみると、旅

館では簡易宿泊業、クリーニング全体は減少ですが無店舗取次は増加。データには詳細はありせんが、簡易

宿泊は以前のイメージでなく町家を改装したバックパッカー向けのところや、高級志向の小規模なところが

増加し、他には家まで引き取りに来てくれる洗濯業のような業態や、美容では安さ早さを売る店が店舗数を

増やしている傾向にあるようです。私の感じているところでは、コンビニの登場以来、消費者がサービス業

に求める内容が非常に高く、そして変化が早くなっているように思います。時代に迎合するだけでは長続き

は難しいと思われますが、時代の空気を感じ取って、自店らしく反映させていくことは必要かと思います。

＜京都府＞                                                                       ＜全国＞ 

業 種 
20 年 
3 月末 

21 年 
3 月末 

22 年 
3 月末

23 年 
3 月末 

24 年 
3 月末 

前年度 

との差 

興行場 70 70 69 68 70 2

 映画館 20 20 19 20 20 0

ｽﾎﾟｰﾂ施設 6 6 6 6 6 0
 

その他 44 44 44 42 44 2

旅館業 1,731 1,712 1,714 1,726 1,791 65

公衆浴場 539 517 506 499 490 -9

一般 252 240 236 232 223 -9
 

その他 287 277 270 267 267 0

理容所 2,219 2,206 2,165 2,148 2,126 -22

美容所 4,374 4,436 4,436 4,540 4,610 70

クリーニング所 2,545 2,461 2,329 2,227 2,177 -50

一般 890 858 839 808 780 -28

取次所 1,652 1,600 1,487 1,391 1,357 -34 

無店舗取次 3 3 3 28 40 12

飲食店 33,759 33,444 32,869 32,266 32,376 110

喫茶店 6,490 6,343 6,389 6,150 5,856 -294

食肉販売 2,759 2,752 2,716 2,648 2,658 10

氷雪販売 87 84 80 74 73 -1

総合計 54,573 54,025 53,273 52,346 52,227 -119

 

24 年 
3 月末 

前年度 

との差 

4,855 6

1,602 -6,052

382 9

2,822 0

81,404 398

27,557 -96

5,189 -260

22,368 164

131,687 932

228,429 5,143

123,845 -3,079

34,767 -562

87,386 -3,439

1,692 922

1,424,504 5,015

263,925 -7,008

137,814 1,841

2,089 -46

2,426,109 3,106

 厚生労働省大臣官房統計情報部「衛生行政報告例」より（22 年度全国データは震災により一部のデータが含まれていません） 



 

 

 
              

 
 
 
 
 
 
 
 

    
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

せいえい融資利率 

 

（平成 24 年 12 月 12 日現在） 

基準となる利率 2.05％（7 年まで）

生活衛生 

改善資金貸付 
1.75％（10 年まで）

Ｃ1.15％(7 年まで)振興事業設備

の特定設備 (計画書作成 1.0％)

今年の新年号は｢幸福度｣について書いて

いました。幸福の主軸は主観で、無いもの

を嘆かずあるものに感謝すること。読み返

して心理学の報酬効果について思い当た

りました。自分もそうですが、人に対して

も無いものを怒らず、あるものに感謝して

報酬（お金に限らない意）を与え合えたら

みんなハッピーになるはず！    真 

主事のツイート。 
11 月の連休に主人と次女と孫で、名古屋に住む長女夫婦宅を宿代わりに利

用してプチ旅行してきました。と言っても孫中心の旅ですが。 
１日目は「なばなの里」へ、長女夫婦とは現地集合。噂には聞いていましたが、

その美しさは人工的ではあっても素晴らしく、やはり一見の価値はあると思い

ました。まだの方は是非一度訪れてみてください。敷地内には池を配した庭も

あって、鏡池と名付けられたように、見事な紅葉が池に映って幻想的で思わぬ

紅葉狩りもできました。 
２日目は「日本モンキーパーク」。近年の絶叫型や年齢・身長制限付アトラク

ションが多い遊園地の中、小規模でかなり古参のレトロなイメージしかありま

せんでしたが、乳幼児を持つ親にとっては楽園だと思いました。乗り物やお土

産類の価格、レストランの従業員の子供にも気を配った接客等「優しいなぁ。」

と感じました。 
何事もイメージ先行ではなく、実際に体験してみて初めて分かる良さを再発見

した旅でした。体は疲れましたが、心が癒された２日間でした。 

平成 24 年 11 月 21 日午後 2 時から、京都ガーデンパレス「鞍馬の間」において研修会を開催しました。多くの方にご参加いた

だき有難うございました。非常に、広範囲に及ぶ内容でご講演をいただきましたので、以下にタイトルだけ紹介します。 

「年末年始を乗り切る知恵袋」～知っておきたい金融経済知識を中心に～ 

 株式会社京都総合経済研究所 常務取締役  栗田 康文 氏 
・新年の干支巳について、勅題の「立」と正月のおせち 

・消費税増税、その準備と確認事項、特例公債法案 ・少子高齢化社会を考えるポイント 

・2013 年の消費者像を考える 3つの視点 ・ips 細胞で山中伸弥教授がノーベル賞受賞 

 ・IMF 世界経済見通し、世界経済 3大リスク 

 ・JAL を復活させた京セラのアメーバ経営 

 ・相続税は発生するか？遺言の知識 

平成 24 年 11 月 25 日（日）京都市中京区・ハートピア京都にて開催し、今年
度は 60 名の方が受講されました。『衛生法規及び公衆衛生』の科目では、元京都
府宇治保健所衛生課長・塩見修講師より、お客様と業務従事者自身の安全と健康
を守るためのコンプライアンスの徹底と感染症予防対策を中心に解説をいただ
きました。『洗濯物の処理・繊維及び繊維製品』の科目では、繊維製品品質管理
士である西山誠講師よりクリーニング業を取り巻く社会的背景を踏まえ、適切な
情報提供をおこなうために必要な基礎知識や注意しておくべき動向、問題となっ
ている洗濯絵表示についての詳しい解説を、また、『洗たく物の受取、保管及び
引渡し』の科目では同じく齊藤幸子講師より自身の業務体験を通じて、クリーニ
ング業は感性が必要な仕事であることを衣料事故品の現物を用いながら説明い
ただきました。 
講習終了後も衣料事故品を取り囲み、講師から熱心に商品知識と説明の仕方に

ついて学ぶ受講者の姿が多く見受けられました。 

平成 24 年度第 1 型クリーニング師研修は平成 25 年 2 月 17 日（日）「京都平安ホテル」でおこないますので、 
よろしくお願いいたします。 
■対象者の方には受講案内をしております。申込締切は平成 25 年 1 月 25 日(金)までです。 

■今年度はご都合等で上記日程の受講が困難な方に対し、第 2 型研修（自宅学習での通信研修）も実施いたします。 


